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Symptom management strategies of parents
who have infant with asthma.

















































































































































かできない｣ (case8)､ ｢(待ち時間に) もう少
し､ もう少しだからねって (子どもに) 言っ








































































(case7)､ ｢ネットで､ 喘息に何が悪いか､ 生
活上の知恵､ 何かできることはないか探しま
くった｡ 楽になるかわからないけど､ 色々やっ



















































































んでもらう｣ (case10)､ ｢(入院中) ごはん持っ






























多様な情報や方法を ｢うちの子｣ や ｢うちの























8)､ ｢(薬が) 飲めないって言ったら､ 大事な
お薬だから､ こうやったら飲めるかもと教え






















(case2)､ ｢皆､ 情報で (病院を) 変えたりし
ます｣(case6)､ ｢気になる情報の交換は常にし















































も前に比べたら減って｣ (case3) と語り､ 喘
息発作の間隔や医師の説明から､ 子どもの状






































































































せ (る)》たり､ 《身内で力を合わせ (る)》
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